







































































Food Materials and Foods with Numeral in the Name
（3）Food Materials and Foods with Numeral 3 in the Name（Part 3）































サ ミ センバナ シャ ミ センバナ サ ミ セン シャ ミ セン ネコシャ ミ セン
・三味線花＊・三味線花＊・三味線＊・三味線＊・猫三味線
















































































































































































チュウゴクカラ シ ナ セイサイ
治 30年－1897頃導入された中国芥子菜（青菜）が，佐













































































ミ カサ シン ミ カサ
三笠と命名された。改良品種の新三笠もある［食材図典























































み か の もちい
典］。三日の餅＊［広辞苑］［飲食事典］［日本国語大辞典］・
み か の よ の もちい み か よ の もち
三日の夜の餅［広辞苑］・三日夜の餅＊［貞丈雑記］［飲食
み か よ の もちい
事典］［広辞苑］［日本国語大辞典］・三日夜の 餅＊［飲食事
み よ の もちい み か
典］［日本国語大辞典］・三夜の 餅［広辞苑］・三日＊［広辞





























み か の も ち
三日の餅＊に同じ。
三日の夜の餅［みか－の－よ－の－もちい］
み か の も ち
三日の餅＊に同じ。
三日夜の餅［みかよ－の－もち］
み か の も ち
三日の餅＊に同じ。
三日夜の餅［みかよ－の－もちい］



































































































































の り だ し
に「三国は能登海苔也。出汁たまりで（吸い物に）仕立
か わ え び こしょう
てる。川海老を加えるとよい。吸い口は胡椒の粉」とあ
る。『当流節用料理大全』（正徳 4年－1714）や『料理早指






































































同志社女子大学生活科学 Vol . 53（2019）
― ８４ ―
を一緒に煮かえし，よく冷ましたもの。『素人包丁』三














































































































フ グ ミ シマ フ ク
た，魚形や風味が河豚に似ることから，三島河豚（和歌

























































































































































































ヒ ダカコン ブ ト カチコン ブ
来［食材図典］。他にも産地から日高昆布・十勝昆布＊・



























































































タイ くわ すき かま
鯛の頭部にある農具の鍬・鋤・鎌の形に似た三つの骨



































































































































































































































































































同志社女子大学生活科学 Vol . 53（2019）
― ９０ ―













































































































































































さんぼん さんぼん さ とう さんぼんじろ
菓子表面に掛けたりする。三盆＊・三盆砂糖＊・三盆白＊
さんぼんとう あ わ さんぼん さぬ き
・三盆糖とも呼ぶ。また，産地により阿波三盆＊，讃岐
























































同志社女子大学生活科学 Vol . 53（2019）
― ９２ ―
き，延享（1744～1748年）から寛政（1789～1801年）の頃
に讃岐三盆が完成した［日本名菓辞典］［和菓子の辞典］。
藩主はおおいに喜び，向山の「向」と良助の「良」をと
こう ら
って向良神社を建立した［日本名菓辞典］［和菓子の辞
典］。今なお高松市松島町と向山周慶出世の東かがわ市
白鳥に残っている。
一方，阿波地域（今の徳島県）の伝承によると，安永 5
年－1776に板野郡の丸山徳弥という修験者が，国禁をお
サ トウ
かして日向（今の宮崎県）延岡の鼻ケ島より三節の砂糖
キビ
黍を持ち帰って試作に成功したという［阿波学会研究紀
要］。その後，天明初期（1781～1782年）［上板町史］［たべ
もの起源事典］あるいは寛政 4年－1792に再度日向へ渡
サ トウキビ
り，砂糖黍から和三盆を精製する方法を学んで帰国し，
寛政 10年－1798頃には白下糖，後に三盆糖の製造に成
功して，板野・阿波両郡に広めたという［阿波学会研究紀
要］。これが阿波三盆である。
2019年10月 1日受理⎛
｜
⎝2019年11月 5日採択
⎞
｜
⎠
数のつく食べ物
― ９３ ―
